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㸯㸬ᮍ᮶ビークルシティリサーチセンター➨㸰㸱回シンポジウム㛤催報告 

未来ビークルシティリサーチセンター 

低炭素社会と先端省エネルギーコア 

特定助教 川村 洋介 

 
持続可能な社会の創㐀において㸪「エネルギー」と「地球環境」が㔜要なキーワードであり㸪特に㸪

エネルギー㈨源に乏しい日本にとっては㸪エネルギーの確保やそれらを効率的に用いる省エネルギー

技術などの研究・㛤発が必要不可欠であるといえます。また㸪冷凍空ㄪ分㔝においては㸪低環境㈇荷

である次世代冷媒の利用など時々刻々と技術㠉新が行われています。本シンポジウムでは㸪冷凍空ㄪ

と㉸㡢波利用に焦点を当て㸪エネルギー利用技術㛤発の最前線で活㌍されている方々にごㅮ演いただ

き㸪その現状と将来について㆟ㄽしました。 
前半は㸪「ヒートポンプのシミュレーション技術とその活用」と㢟して㸪早稲田大学 オープンイノ

ベーション戦略研究機構 数理エネルギー変換工学研究所 所㛗 㰻藤潔 教授より㸪早稲田大学にて行

われている解析事例などをごㅮ演いただきました。続いて㸪「地球環境への影㡪の小さい次世代冷媒及

び冷凍空ㄪ機の㛤発」と㢟して㸪佐㈡大学 理工学㒊 宮良明男 教授より㸪次世代冷媒の特徴や今後の

冷媒動向などをごㅮ演いただきました。後半は㸪まず㸪本センターの中川勝文 特定教授より「エジェ

クタ冷凍サイクルの㛤発について」と㢟して㸪株式会社デンソーとの共同研究事例などを㋃まえてご

ㅮ演いただきました。最後に㸪「液中プラズマによる燃料ガスと材料合成」と㢟して㸪愛媛大学 大学

㝔理工学研究科 生産環境工学専攻 㔝村信福 教授より㸪液中プラズマの仕組みやその応用例などを

ごㅮ演いただきました。以上のごㅮ演に対し㸪本シンポジウムには㸪62 名㸦学外 17 名㸪学内 45
名㸧の参加があり㸪本会は盛況のうちに終了しました。 
本会の㛤催にあたり㸪本学の教員・事務職員の方々や新聞社様等にご助力を㈷りましたこと㸪ここ

に厚く御礼申し上げます。 
 

  

早稲田大学 オープンイノベーション戦略研究機構 

数理エネルギー変換工学研究所 所㛗 㰻藤 潔 氏 

佐㈡大学 理工学㒊 教授 宮良 明男 氏 

  

㇏橋技術科学大学 未来ビークルシティリサーチセンター 

特定教授 中川 勝文 

愛媛大学 大学㝔理工学研究科 

生産環境工学専攻 教授 㔝村 信福 氏 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

持続可೵な社会の創造において，「 エネルギー」と「 地球環境」が重གྷなキーワードであり，ಝ
に，エネルギー資源に๣しいೖຌにとっては，エネルギーの確ฯやそれらを効ི的に༽いる省エ
ネルギー技術などの研究「 開൅がචགྷ෈可欠であるといえます．また，ྮ ౜空調෾໼においては，
低環境ෝ荷である次世代ྮഖのཤ༽など時々刻々と技術革新が行われています． 
ຌシンポジウムでは，ྮ౜空調と超音ഀཤ༽に焦点を౲て，エネルギーཤ༽技術開൅の最前線
で活༄されている๏々にご講演いただき，その現状と将པについて議࿨します． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主催：๝橋技術科学大学「າཔビークルシティリサーチセンター「及び「先端省エネルギー技術開൅講座 

 
๝橋技術科学大学「າཔビークルシティリサーチセンター(研究支援課センター支援係) 
TEL：0532-44-6574 FAX：0532-44-6568 e-mail：rcfvc@office.tut.ac.jp 

 
 

๝橋技ढ़科学୉学 າཔビークルシティリサーチセンター 
୊ 23 回シンポジウム 

令和Წ年 

１月Ჭ０日(木) 
13Ჴ30 ᳸ 16Ჴ00 

豊橋技術科学大学 
᲻講義棟 ᲻１１Ხ 

(愛知県豊橋市天伯町雲雀ヶ丘１－１) 

 
 
� ૥稲ీ୉学 

 オープンイノベーションકྲྀ機ߑ 
 ਼ཀྵエネルギーร換޽学ݜ究ॶ 
 ॶௗ 㝜౽ 潔 ࢱ 

� ࠦ 賀୉学 
 ཀྵ޽学෨ 教द 宮ྒྷ ໎஋ ࢱ 

� ๝橋技ढ़科学୉学 
 າཔビークルシティリサーチセンター 
 ಝఈ教द ஦ઔ ঋช 

� 愛ඦ୉学 
 ୉学院ཀྵ޽学ݜ究科 ਫ਼ࢊ環境޽学઒ߊ 
 教द ໼ଞ ৶ෳ ࢱ 

 講  演  者 

①ཬ໚ਅࠒॽによるおਅࠒみ 
ཬ໚の申込書にචགྷ事項をご記೘の上、FAXまたはEmail でお申し込みください。 

②WEB フォームによるおਅࠒみ 
 ＊申込みは専༽ページから↓ 
  https://www.tut.ac.jp/survey/form/rcfvc_sympo/ 
 

お໲߻せ઎ 

 加ඇ ໃྋࢂ

Research CenWer for FXWXre Vehicle CiW\ 

ਅࠒ๏๑ 



 

 13：30～13：35 開会挨ࡲ 
๝橋技術科学大学  າཔビークルシティリサーチセンター 
 ಝ定教授 中川「勝ช 

 
 【演１ߪ】 14：05～13：35 
   ヒートポンプのシミュレーション技術とその活༽」 
  早稲ీ大学 オープンイノベーション戦ྲྀ機構 数ཀྵエネルギーร換工学研究所 

 所長 㝜౽「潔「氏 
 
 【演２ߪ】 14：35～14：05 
   地球環境への影響の小さい次世代ྮഖ及びྮ౜空調機の開൅」 
  佐賀大学 ཀྵ工学෨ 教授 宮ྒྷ「໎男「氏 
 
 14：35～14：50 休憩 
 
 【演３ߪ】 15：20～14：50 
   エジェクタྮ౜サイクルの開൅について」 
  ๝橋技術科学大学 າཔビークルシティリサーチセンター ಝ定教授 中川「勝ช 
 
 【演４ߪ】 15：50～15：20 
   液中プラズマによる೫ྋガスと材ྋ合成」 
  愛ඦ大学 大学院ཀྵ工学研究科「生産環境工学専攻 教授 ໼村「信ෳ「氏 
 
 15：50～15：55 ถ会挨ࡲ 

๝橋技術科学大学 ు気 ు子情ๅ工学系 教授 ／ 
າཔビークルシティリサーチセンター ෯センター長 滝川「浩史 

 

 

【申込先】າཔビークルシティリサーチセンター（研究支援課センター支援係） 
ＦＡＸ：０５３２－４４－６５６８ e-mail：rcfvc@office.tut.ac.jp 

 

 

*ご記೘いただいた情ๅは，๝橋技術科学大学からの各種࿊ཙ 情ๅ提供のためにཤ༽することがあります． 

お໌઴  

ॶ଒ / ༀ৮  

TEL  FAX  

e-mail  

プ ロ グ ラ ム 

ॽ        ★以下の಼༲をࠒ加ਅࢂ FAX または e-mail でご࿊ཙください． 

〆઀：ྫ࿪２೧１݆２4ࠒ加ਅࢂ ೖ（金） 


